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よいしょ!! よいしょ!!よいしょ!! よいしょ!!
10月12日、町民運動会を行いました。10月12日、町民運動会を行いました。
行政区を代表し綱を引く手に、皆さん力が入っていました。（関連記事Ｐ10・11）行政区を代表し綱を引く手に、皆さん力が入っていました。（関連記事Ｐ10・11）
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「
う
つ
く
し
ま　

無
事
故
の
主
役　

あ
な
た
で
す
」

〜
第
32
回
田
村
東
部
交
通
安
全
大
会
開
催
〜

　

10
月
16
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

に
お
い
て
第
32
回
田
村
東
部
交
通
安
全
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
小
野
警
察
署
隣（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場
）か
ら
多
目
的
研
修
集
会

施
設
ま
で
の
間
を
、
町
内
の
各
小
学
校
鼓
笛

隊
・
交
通
安
全
関
係
者
約
１
，５
０
０
名
が
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
街
頭
か
ら
多
数
の
声
援
を
受

け
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
功
労
者
団
体
等
へ
の
各
種

表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
や「
家
庭
の
交
通
安
全

推
進
員
」の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
没
が
早
く
な
り
、
夕

方
か
ら
夜
間
の
交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
も
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰（
伝
達
）

▽
交
通
安
全
功
労
者　
　
　
　
　

吉
田　

康
市

▽
優
良
運
転
者　
　
　
　
　
　
　

先
﨑　

直
人

●
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰（
伝
達
）

▽
交
通
栄
誉
章「
緑
十
字
銅
賞
」（
優
良
運
転
者
）

　
　
　
　
　
　
　

根
本　

髙
利
・
先
﨑　

徳
治

●
交
通
対
策
協
議
会
長
・
小
野
地
区
交
通
安
全

協
会
長
・
小
野
警
察
署
長
連
名
表
彰

▽
交
通
功
労
者　

吉
田　

祐
一
・
宗
像　

淳
子

　
　
　
　
　
　
　

横
田　
　

桜
・
横
田　

貞
子

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

義
雄
・
村
上　

寅
治

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

幸
雄

▽
優
良
運
転
者　

渡
辺　

長
子
・
松
本
ヨ
ネ
子

　
　
　
　
　
　
　

田
村　

慶
子
・
遠
藤
一
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

先
﨑　

英
子
・
赤
坂　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　

生
天
目
正
人

●
交
通
対
策
協
議
会
長
・
小
野
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
会
長
・
安
全
運
転
管
理
小
野
事
業
主

会
長
・
小
野
地
区
交
通
安
全
協
会
長
・
小
野
警

察
署
長
連
名
表
彰

▽
優
良
事
業
所

　
　

ブ
イ
エ
ス
科
工
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　

有
限
会
社
小
野
町
運
送
店

　
　

東
京
電
子
工
業
株
式
会
社
小
野
町
工
場

●
感
謝
状
贈
呈

（
安
全
運
転
管
理
小
野
事
業
主
会
長
）

　
　

社
団
法
人
福
島
県
建
設
業
協
会
田
村
支
部

●
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

（
小
学
３
年
〜
４
年
）

▽
優
秀
作

　
　

小
野
新
町
小
学
校
３
年　
　

柏
原　

友
里

　
　

夏
井
第
一
小
学
校
４
年　
　

平
野
菜
美
子

　
　

夏
井
第
二
小
学
校
４
年　
　

大
竹　

沙
奈

▽
佳　

作

　
　

夏
井
第
一
小
学
校
４
年　
　

先
崎　

大
雅

　
　

小
戸
神
小
学
校
３
年　
　
　

郡
司　

望
夢

　
　

浮
金
小
学
校
３
年　
　
　
　

石
井　

野
絵

（
小
学
５
年
〜
６
年
）

▽
優
秀
作

　
　

小
戸
神
小
学
校
５
年　
　
　

春
山　

南
苗

　
　

小
戸
神
小
学
校
６
年　
　
　

安
藤　

志
保

家庭の交通安全推進員活動感想文コンクールで
特選に選ばれた西田詩織さん（飯豊小学校） 小野警察署隣から多目的研修集会施設まで関係者がパレード
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▽
佳　

作

　
　

小
野
新
町
小
学
校
６
年　
　

大
堀
裕
太
郎

　
　

小
戸
神
小
学
校
５
年　
　
　

村
上　

智
美

　
　

小
戸
神
小
学
校
６
年　
　
　

吉
田　

瑞
稀

（
中
学
校
）

▽
優
秀
作

　
　

浮
金
中
学
校
２
年　
　
　
　

大
和
田
成
美

▽
佳　

作

　
　

浮
金
中
学
校
３
年　
　
　
　

石
井　

智
貴

●
家
庭
の
交
通
安
全
推
進
員
活
動
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰

▽
特　

選

　
　

飯
豊
小
学
校
６
年　
　
　
　

西
田　

詩
織

▽
入　

選

　
　

小
野
新
町
小
学
校
６
年　
　

出
口　

裕
希

　
　
　
　
　
　
　

郡
司　

浩
美
・
大
堀
裕
太
郎

　
　

浮
金
小
学
校
６
年　
　
　
　

遠
藤
有
希
奈

　
　

小
戸
神
小
学
校
６
年　
　
　

吉
田　

瑞
稀

　
　

夏
井
第
一
小
学
校
６
年　
　

郡
司
か
り
ん

　
　

夏
井
第
二
小
学
校
６
年　
　

宗
像
美
沙
紀

▽
佳　

作

　
　

小
野
新
町
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
里
緒
奈
・
吉
田　

陽
希

　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

修
平
・
根
本　

妃
奈

　
　
　
　
　
　
　

大
内
田
優
香
・
井
出　

知
里

　
　

飯
豊
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　

宗
像　

馨
奈
・
渡
辺　

彩
子

　
　

浮
金
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

実
花
・
石
井　

陽
菜

　
　

小
戸
神
小
学
校
６
年　
　
　

安
藤　

志
保

　
　

夏
井
第
一
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

彩
加
・
木
村　

大
輝

　
　

夏
井
第
二
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

愛
璃
・
吉
田　

洸
規

●
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

▽
優
秀
賞

　
　

東
レ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　

大
坂　

昭
久
・
大
竹　

昭
一

▽
入　

選

　
　

東
レ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
福
島
工
場

　
　
　
　
　
　
　

郡
司　

国
男
・
熊
谷　

孝
一

　
　
　
　
　
　
　

箕
輪　

義
行
・
渡
辺　

真
二

　
　

秋
田
蒲
生
工
業
株
式
会
社
小
野
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

理
恵

　
　

吉
田
電
工
株
式
会
社　
　
　

助
川　

克
也
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小
野
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式
を
挙
行

　

10
月
19
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
小
野
町

消
防
団
約
３
０
０
名
に
よ
る
秋
季
検

閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

統
監
で
あ
る
宍
戸
町
長
が
通
常
点

検
を
行
い
、
団
員
に
よ
る
分
列
式
、

第
２
回
消
防
協
会
田
村
支
部
消
防
操

法
大
会
出
場
選
手
に
よ
る
消
防
操
法

模
範
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
優
良
団
員
・
消
防
機
材

器
具
管
理
態
勢
が
優
良
な
班
に
対
す

る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

10
月
18
日
、
小
野
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
奉
仕
作
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

奉
仕
作
業
で
は
、
公
共
施

設（
小
野
町
役
場
・
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
）の
植
木
の

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
の
環
境

整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
事
業
は
、
年
１
回
・
毎

年
10
月
の「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

に
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ

ん
に
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

優良団員表彰受賞者代表瀬谷宗平さん
（第３分団第３班長）

消防操法模範演技 通常点検を受ける団員

公共施設周辺をきれいに！公共施設周辺をきれいに！
～小野町シルバー人材センター会員の皆さんが奉仕作業を実施～～小野町シルバー人材センター会員の皆さんが奉仕作業を実施～

【 優良消防団員表彰 】 （敬称略）
所属分団 所属班 階　級 氏　名
第１分団 第 ４ 班 団 員 斉　藤　　　洋

第２分団 第 ２ 班 団 員 遠　藤　一　彦
第 ２ 班 団 員 中　原　栄　一

第３分団
第 １ 班 班 長 西　牧　宏　幸
第 ３ 班 班 長 瀬　谷　宗　平
第 ３ 班 団 員 荒　井　正　和

第４分団

第 １ 班 団 員 先　崎　善　重
第 １ 班 団 員 草　野　正　人
第 ２ 班 団 員 宗　像　真　広
第 ３ 班 団 員 長　窪　正　和
第 ３ 班 団 員 長　窪　雅　巳
第 ５ 班 団 員 熊　谷　真　也

第５分団
第 ４ 班 班 長 宗　像　　　淳
第 ４ 班 副 班 長 西　牧　澄　雄
第 ５ 班 班 長 石　井　隆　雄

第６分団

第 １ 班 団 員 今　泉　安　勝
第 １ 班 団 員 吉　田　喜　伸
第 ２ 班 団 員 斉　藤　広　志
第 ４ 班 団 員 渡　辺　忠　雄

【 消防施設機材器具管理優良班表彰 】
 第　３　分　団　５　班　　　〔　 小野山神　  〕
 第　４　分　団　３　班　　　〔　飯豊新田内　〕
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【
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
】

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
置
か
れ

る
行
政
委
員
会
の
一
つ
で
、
農
業
者

の
利
益
代
表
機
関
と
し
て
本
町
農
業

の
着
実
な
進
展
と
農
業
者
の
経
営
や

生
活
の
安
定
向
上
を
目
指
し
、
農
地

行
政
に
関
す
る
業
務
や
農
業
経
営
の

合
理
化
に
資
す
る
業
務
な
ど
次
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
農
業
施
策
に
対
す
る
建
議
、

要
請
活
動

⑵
指
導
相
談
活
動

⑶
適
正
な
農
地
行
政
と
優
良
農

用
地
の
確
保

⑷
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
支
援

⑸
担
い
手
へ
の
適
切
な
農
用
地

集
積
活
動

⑹
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進
活
動

⑺
農
地
基
本
台
帳
の
整
備

⑻
調
査
及
び
情
報
活
動

【
農
業
委
員
会
委
員
の
担
当
区
】

　

農
業
委
員
会
活
動
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
農
地
の
所
在
す
る
行
政
区

ご
と
に
担
当
す
る
農
業
委
員
の
割
振

り
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
農
業
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
夏
井
・
湯
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

義
規

●
塩
庭
一
区
・
上
羽
出
庭

　
　
　
　
　
　
　
　

二
瓶　

章
一

●
南
田
原
井
・
塩
庭
二
区
・
和
名
田

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
像　

義
智

●
浮
金

　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
田　

勝

●
小
戸
神
・
小
野
山
神

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

嘉
男

●
飯
豊
上
・
吉
野
辺

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

君
雄

●
飯
豊
中
・
飯
豊
下

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

一
夫

●
大
八
・
谷
津
作
・
皮
籠
石

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

和
行

●
小
野
赤
沼
・
菖
蒲
谷
・
雁
股
田

　
　
　
　
　
　
　
　

會
田　

次
男

●
平
舘

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

芳
助

●
反
町

　
　
　
　
　
　
　
　

草
野　

清
寿

●
荒
町
・
中
通

　
　
　
　
　
　
　
　

春
山　
　

茂

●
横
町
・
仲
町

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
栄
伸

●
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　

國
分　

英
孝

　

な
お
、
担
当
農
業
委
員
へ
の
連
絡

先
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
７
２
ー
６
９
３
５

　

10
月
23
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設
に
お

い
て
、
平
成
20
年
度
小
野
町
小
・
中
学
校
音
楽
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

し
、
毎
日
練
習
を
重
ね
て
き
た
合
奏
や
合
唱
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
関
係

者
な
ど
が
集
ま
り
、
子
ど
も
達
の
素
晴
ら
し
い
演
奏

や
歌
声
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平成20年度小野町小・中学校音楽祭開催!! 

参加者全員で町民の歌を歌唱

飯豊小学校

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

小野新町小学校
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犬
や
猫
は

責
任
を
持
っ
て
正
し
く

 

飼
い
ま
し
ょ
う
！

●
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は

 

お
済
み
で
す
か
？

　

犬
を
飼
っ
た
ら
、
役
場
町
民
生
活

課
で
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
後
91
日
を
過
ぎ
る
と
、
年
一
回

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
捨
て
犬
・
捨
て
猫
が

 

増
え
て
い
ま
す
!!

　

不
幸
な「
子
犬
」「
子
猫
」が
生
ま
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ン
の
後
始
末
は

 

し
て
い
ま
す
か
？

　

フ
ン
の
処
置
に
対
す
る
苦
情
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
際
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
す
る
な
ど
、
飼

　

現
在
、
平
成
21
年
度
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童
園
の
入
園
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
園
申
込
書
は
、
各
施
設
ま
た
は
小
野
町
教
育
委
員
会
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
関
係
書
類
を
添
え
て
、
入
園
を
希
望
す
る
施
設
に

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
入
園
中
の
園
児
で
、
引

き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
に
申
し
込
み
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月
下
旬
に
行
政
区
回
覧
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

平
成
20
年
12
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

●
募
集
施
設　

表
の
と
お
り

施設名 所在地等 定員 入　園　資　格

幼
稚
園
小野わかば幼稚園

小野新町字万景上8
140名 満４歳以上の小学校就学前の幼児

☎７２－２６２９

保

育

園

中央さくら保育園
小野新町字万景上8

120名
家庭の事情で家族が保育すること
ができない生後６ヶ月以上の小学
校就学前の乳幼児☎７２－３２６９

夏井おおすぎ保育園
夏井字町屋43－5

45名
家庭の事情で家族が保育すること
ができない生後６ヶ月以上の小学
校就学前の乳幼児☎７２－２７６０

飯豊ひまわり保育園
飯豊字寺下51

60名
家庭の事情で家族が保育すること
ができない満３歳以上の小学校就
学前の幼児☎７３－２７２４

児
童
園
浮金つつじ児童園

浮金字須和間180
なし 満３歳以上の小学校就学前の幼児

☎７３－２７４４

平成21年度幼児施設入園児募集

い
主
が
責
任
を
も
っ
て
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

飼
育
場
所
の
内
外
は
常
に
清
潔
に

し
て
、
昆
虫
や
悪
臭
の
発
生
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の「
屋
内
飼
い
」

 

を
す
す
め
て
い
ま
す
！

　

事
故
防
止
の
た
め
猫
は
で
き
る
だ

け
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２―

６
９
３
３

労
災
保
険
の
こ
と

 

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会
福

島
労
災
年
金
相
談
所
で
は
、
労
働
災

害
に
よ
り
重
度
の
障
が
い
を
負
わ
れ

た
方
や
遺
族
に
な
ら
れ
た
方
の
各
種

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
は
無
料

で
す
。

　

労
災
保
険
に
関
す
る
こ
と
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会

　

福
島
労
災
年
金
相
談
所

　

☎
０
２
４
ー
５
２
５
ー
９
１
７
７
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小
野
町
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
の
成
人
式
を
来
年
の
１
月
に
開
催
し
ま
す
。

　

成
人
式
と
は
、
成
人
と
し
て
社
会
に
認
め
ら
れ
、
社
会
人
と
し
て
の
権
利
と

責
任
を
自
覚
す
る
た
め
の
大
切
な「
二
十
歳
」の
式
で
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、
10
月
に
行
政
区
回
覧
文
書
で
取
り
ま
と
め
を
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
場　

所　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

●
該
当
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
就
職
や
学
校
の
関
係
な
ど
で
、
小
野
町
以
外
に
住
所
が
あ
る
方
も
出
席
で
き

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

小
野
町
公
民
館　

☎
７
２―

２
１
２
５

平
成
21
年

新
年
交
礼
会
の
お
知
ら
せ

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
希
望

と
決
意
を
新
た
に
町
民
相
互
の
親
睦

と
融
和
を
図
る
た
め
、
新
年
交
礼
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時

　

平
成
21
年
１
月
５
日（
月
）

　

午
前
10
時
30
分
〜

●
場　
　

所　

宍
戸
会
館

●
会　
　

費　

２
，０
０
０
円

●
申
込
期
日　

12
月
18
日（
木
）

●
申
込
方
法

　

会
費
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま

た
は
、
行
政
区
長
さ
ん
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課

　

☎
７
２―

２
１
１
１

小
野
町
耐
震
改
修
促
進

 

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

1
計
画
策
定
の
背
景　

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
住
宅
・
建
築
物
の
倒
壊
等
に

よ
り
、
多
く
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
時
倒
壊
し
た
住
宅
・
建
築
物

の
多
く
は
、
昭
和
56
年
６
月
１
日
に

施
行
さ
れ
た
耐
震
関
係
規
定
に
適
合

し
て
い
な
い
住
宅
・
建
築
物
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
小
野

町
に
お
い
て
も
、
国
の
方
針
及
び
福

島
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
踏
ま
え
、

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
地
震
な

ど
か
ら
町
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、

木
造
住
宅
等
の
耐
震
化
を
総
合
的
か

つ
、
計
画
的
に
促
進
す
べ
く「
小
野

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。

2
計
画
の
期
間

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
の
期
間
で
す
。

3
耐
震
化
を
促
進
す
る
建
築
物

●
住　

宅

　

店
舗
等
の
兼
用
住
宅
の
場
合
、
住

宅
部
分
50
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。

●
公
共
建
築
物

　

特
に
耐
震
改
修
促
進
法
第
６
条
第

１
項
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
の
う

ち
公
共
建
築
物（
多
数
の
利
用
者
が

利
用
す
る
建
築
物
で
一
定
規
模
以
上

の
も
の
。）

4
耐
震
化
の
現
状
と
目
標
設
定

【
住　

宅
】

　

現
況
耐
震
化
率　

71
・
66
％

　

目
標
耐
震
化
率　

90
％

【
特
定
建
築
物
】

　

現
況
耐
震
化
率　

55
％

　

目
標
耐
震
化
率　

90
％

5
耐
震
化
を
図
る
施
策

●
耐
震
診
断
の
支
援
策
で
あ
る
木
造

住
宅
診
断
促
進
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
国
・
県
の
補
助
制
度
の
活

用
を
検
討
す
る
。

▽
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

の
概
要

【
対
象
住
宅
】

　

旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
設
さ
れ
た

一
戸
建
て
住
宅（
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
着
手
）で
、
一
般
診
断
法
で

対
象
と
し
て
い
る
在
来
軸
組
工
法
、

伝
統
的
工
法
に
よ
る
３
階
建
て
以
下

の
所
有
者
自
ら
居
住
す
る
住
宅

【
診
断
費
用
の
個
人
負
担
】

　

１
診
断　

６
，０
０
０
円

【
補
助
率
】

　

国　

２
分
の
１　

県　

４
分
の
１

　

町　

４
分
の
１

　

※
事
業
費
１
２
０
，０
０
０
円
を

限
度
と
す
る
。

●
町
民
が
安
心
し
て
耐
震
化
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
耐
震
化
診
断
や

耐
震
改
修
に
関
す
る
適
正
な
情
報

提
供
に
努
め
る
。

●
建
築
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
行

政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
、
耐

震
化
に
関
す
る
総
合
窓
口
的
役
割

を
果
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
る
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
整
備
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
整
備
課

　

☎
７
２―

６
９
３
６

今年の成人式の様子
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乳
が
ん
検
診
は

 

済
み
ま
し
た
か
？

　

乳
が
ん
は
40
〜
50
歳
代
に
増
え
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
に
よ
り
治
癒
率

は
高
く
な
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
す
る
た
め
に
も
、
忘
れ

ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
広
報
８
月
号
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ 

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

医
療
機
関
で
受
け
る

 「
子
宮
が
ん
施
設
検
診
」

 

の
ご
案
内

　

近
年
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
歳
代

の
若
年
層
に
増
え
て
い
ま
す
。
９
月

に
行
っ
た
集
団
検
診
の
際
、
受
診
で

き
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

●
期　

間　

11
月
１
日
〜
12
月
26
日

●
対
象
者　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
齢

　

の
方（
平
成
21
年
３
月
31
日
時
点

　

で
の
満
年
齢
）

※
昨
年
受
診
し
て
い
な
い
方
は
偶
数

年
齢
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

●
受
診
方
法

　

役
場
健
康
福
祉
課
に
申
し
込
み
、

受
診
票
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
査
機
関
に
受
付
時
間
な

ど
を
確
認
し
受
診
く
だ
さ
い
。

●
検
査
機
関

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

　

本
多
医
院

●
持
参
す
る
物　

受
診
票
・
保
険
証

●
検
診
料　

２
，０
０
０
円

　

検
査
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ 

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

　
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
で 

 
事
故
が
起
き
て
い
ま
す

〜
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
に

 

食
べ
さ
せ
な
い
で
！
〜

　

本
年
７
月
、
凍
ら
せ
た
こ
ん
に
ゃ

く
入
り
ゼ
リ
ー
を
１
歳
９
か
月
の
男

児
が
食
べ
た
と
こ
ろ
、
の
ど
に
詰
ま

ら
せ
、
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
」は
、

普
通
の
ゼ
リ
ー
に
比
べ
、
弾
力
性
が

強
く
、
口
の
中
で
砕
け
に
く
い
と
い

う
商
品
特
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
噛

む
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
を
中

心
に
窒
息
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、

今
回
の
事
故
を
含
め
17
件
の
死
亡
事

故
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
カ
ッ
プ
タ
イ
プ
な
ど
の
こ
ん

に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
を
、
乳
幼
児
や

児
童
、
高
齢
者
の
方
は
絶
対
に
食
べ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

若
い
皆
さ
ん
は
、「
年
金
は
お

年
寄
り
の
た
め
の
も
の
」と
考
え

が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
年
金
制
度
は
不
要
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
の
日
本
は
、
家
族
で
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
の
が
一

般
的
で
あ
り
、
私
的
な
貯
蓄
な
ど

に
よ
っ
て
老
後
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
貯
蓄
に
は
弱
点
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
寿
命
は
誰
も
予

想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、

そ
の
た
め
に
本
来
必
要
十
分
な
貯

蓄
額
を
事
前
に
知
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

若
い
頃
か
ら
寿
命
を
全
う
す
る

ま
で
に
は
、
何
十
年
と
い
う
長
い

時
間
が
あ
り
、
予
想
を
超
え
る
イ

ン
フ
レ
に
よ
り
貯
蓄
の
目
減
り
な

ど
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貯
蓄
す
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
の
仕
送
り
に
頼
る

こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
か
ら
仕
送

り
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
子
ど
も
自
身
の
経
済

状
況
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

日
本
社
会
の
構
造
変
化
、
特
に

第
一
次
産
業
で
働
く
人
の
激
減
、

核
家
族
化
と
少
子
化
の
進
行
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
増
大
等
に
よ

り
、
遠
く
離
れ
た
家
族
が
私
的
な

扶
養
に
頼
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
は
、
現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
で
高
齢
者
世
代
を
支
え

る
と
い
う
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み

を
基
本
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
私
的
に

行
っ
て
い
た
老
親
の
扶
養
や
仕
送

り
を
、
社
会
全
体
の
仕
組
み
で
カ

バ
ー
す
る
も
の
で
す
。

　

現
役
世
代
が
全
員
ル
ー
ル
に

従
っ
て
保
険
料
を
納
付
し
、
そ
の

と
き
の
高
齢
者
全
体
を
支
え
る
仕

組
み
は
、
私
的
な
扶
養
の
不
安
定

性
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
る
頃
の
将
来
の
経

済
社
会
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
予

測
が
つ
か
な
い
中
で
、
公
的
年
金

は
、
基
本
的
に
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
支
給
額
が
変
動
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
将
来
の
経
済
変

動
に
も
十
分
に
堪
え
ら
れ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－

公
的
年
金
は
社
会
全
体
で
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
制
度
で
す

　

そ
れ
に
よ
り
実
質
的
価
値
を
維

持
し
た
年
金
を
一
生
涯
に
わ
た
っ

て
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
安
定
的
な
老
後
の
所
得
保
障

を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

年
金
は
高
齢
者
世
代
に
と
っ
て

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若
い
世
代

に
と
っ
て
も
、
自
分
の
親
の
私
的

な
扶
養
や
自
分
自
身
の
老
後
の
心

配
を
取
り
除
く
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
年
金
は
、
国
民

の
生
活
、
経
済
か
ら
み
て
不
可
欠

か
つ
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３
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「
全
国
地
域
安
全
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

 
（ 
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
部
）」最
優
秀
賞
を
受
賞
!!

　
　
　
　
　
　

〜
小
戸
神
小
学
校　

春
山
南
苗
さ
ん
〜

　
「
全
国
地
域
安
全
運
動
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」で
、
小
戸
神
小
学
校

５
年
春
山
南
苗
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
春
山
さ
ん
は
町
長
室

を
訪
れ
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
振
り
込
め
詐

欺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
全
国
の
金

融
機
関
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
８
日
、
浮
金
小
学
校
の
児
童

45
名
が
、
石
井
勝
利
さ
ん（
浮
金
）の

り
ん
ご
畑
で「
り
ん
ご
狩
り
」体
験
を

し
ま
し
た
。

　

紅
く
染
ま
っ
た
り
ん
ご
を
手
に
し

た
児
童
達
は
、
大
き
さ
を
比
べ
た
り

味
わ
っ
た
り
と
、
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
り
ん
ご
狩
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
回
、
り
ん
ご
狩
り
体
験
の
場
を

提
供
い
た
だ
い
た
石
井
さ
ん
の
ご
厚

意
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

浮金小学校に劇団がやってきた!!

本物の舞台芸術体験事業　児童劇公演
　

10
月
14
日
、
浮
金
小
学
校
に
お
い
て
本
物
の
舞
台
芸
術
体

験
事
業
・
劇
団「
仲
間
」に
よ
る
児
童
劇
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
文
化
庁
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

児
童
・
生
徒
に
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
参
加
す
る
こ
と

で
本
物
の
舞
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
芸
術

を
愛
す
る
心
を
育
て
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

劇
団「
仲
間
」に
よ
る
児
童
劇「
カ
モ
メ
に
飛
ぶ
こ
と
を
教

え
た
猫
」が
公
演
さ
れ
、
浮
金
小
学
校
の
児
童
や
浮
金
中
学

校
の
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
名
が

本
物
の
舞
台
公
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

黒
猫
と
今
に
も
死
に
そ
う
な
カ
モ
メ
と
の
出
会
い
か
ら
始

ま
る
こ
の
物
語
が
進
む
に
つ
れ
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
た
り
真

剣
に
話
を
聞
い
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

劇
の
中
で
児
童
達
が
出
演
す
る
場
面
も
あ
り
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
堂
々
と
演
技
を
し
て
い
ま
し
た
。

どのりんごもおいしそうだね！

高いところは木に登って

春山南苗さん（中央）

最優秀賞に選ばれた春山さんの作品

お
い
し
い〝
り
ん
ご
〞を
あ
り
が
と
う
♪

　
　
　
　
　
　
　

 
 

〜
浮
金
小
学
校
の
児
童
が
り
ん
ご
狩
り
体
験
〜　

お
い
し
い〝
り
ん
ご
〞を
あ
り
が
と
う
♪

　
　
　
　
　
　
　

 
 

〜
浮
金
小
学
校
の
児
童
が
り
ん
ご
狩
り
体
験
〜　
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第14回町民運動会　～総合優勝は上羽出庭行政区～

　

10
月
12
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
小

野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
14

回
町
民
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
運
動
会
は
小

野
赤
沼
行
政
区
の
鈴
木
清
訓
さ
ん
と
矢
吹
秀
子
さ

ん
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

４
年
に
一
度
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も

か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
は
応
援
す
る
か
け
声
が
と
ぎ
れ

る
こ
と
な
く
響
き
、
随
所
に
競
技
者
の
が
ん
ば
り

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
点
数
制
に
よ
る
行
政
区
対
抗
と
し
て
競

技
を
進
め
、
ど
の
行
政
区
も
一
致
団
結
・
協
力
し

合
っ
て
が
ん
ば
り
、
そ
の
中
で
上
羽
出
庭
行
政
区

が
見
事
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
各

行
政
区
長
を
始
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
皆
さ
ん

や
関
係
者
の
方
々
、
競
技
に
参
加
し
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
行
政
区
の
皆
さ
ん
、
各
事
業
所
、
各

団
体
の
皆
さ
ん
に
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

４
年
後
の
平
成
24
年
も
思
い
出
に
残
る
よ
う
な

運
動
会
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
な
ど
を
町
民
体
育
館
ま
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　力を合わせて！（行政区対抗綱引き）

そ～っとそ～っと（障害物レース）上手に取れるかな（食欲の秋）上手に取れるかな（食欲の秋）
選手宣誓をする鈴木さん、矢吹さん選手宣誓をする鈴木さん、矢吹さん

（赤沼行政区）（赤沼行政区）

国旗、町旗を先頭に入場行進

これにする!!（幼児宝拾い）
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運
動
会
各
種
競
技
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
行
政
区
対
抗
総
合
の
部

　

優　

勝　

上
羽
出
庭
行
政
区

　

準
優
勝　

大
八
行
政
区

　

第
３
位　

浮
金
行
政
区

　

第
４
位　

小
野
山
神
行
政
区

　

第
５
位　

吉
野
辺
行
政
区

　

第
６
位　

荒
町
行
政
区

●
行
政
区
対
抗
リ
レ
ー
の
部

　

優　

勝　

荒
町
行
政
区

　

準
優
勝　

上
羽
出
庭
行
政
区

　

第
３
位　

浮
金
行
政
区

　

第
４
位　

谷
津
作
行
政
区

　

第
５
位　

反
町
行
政
区

　

第
６
位　

中
通
行
政
区

●
行
政
区
対
抗
綱
引
き
の
部

　

優　

勝　

浮
金
行
政
区

　

準
優
勝　

菖
蒲
谷
行
政
区

　

第
３
位　

大
八
行
政
区

　

第
４
位　

小
戸
神
行
政
区

●
小
野
競
輪
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
の
部

　

優　

勝　

小
野
山
神
行
政
区

　

準
優
勝　

和
名
田
行
政
区

　

第
３
位　

大
八
行
政
区

　

第
４
位　

反
町
行
政
区

　

第
５
位　

小
野
赤
沼
行
政
区

　

第
６
位　

谷
津
作
行
政
区

●
肺
活
量
・
け
つ
あ
つ
測
定
の
部

　

優　

勝　

吉
野
辺
行
政
区

　

準
優
勝　

上
羽
出
庭
行
政
区

　

第
３
位　

南
田
原
井
行
政
区

　

第
４
位　

雁
股
田
行
政
区

　

第
５
位　

塩
庭
二
区
行
政
区

　

第
６
位　

和
名
田
行
政
区

行政区対抗リレー

職場対抗ジャンボ縄跳び

小野競輪タイムトライアル同じ番号のカードを合わせて（借り物競争）

肺活量・けつあつ測定

がんばってー !!がんばってー !!

●
役
員
対
抗
リ
レ
ー
の
部

　

優　

勝　

小
野
町
役
場

　

準
優
勝　

小
野
町
議
会

　

第
３
位　

小
野
町
農
業
委
員
会

●
職
場
対
抗
ジ
ャ
ン
ボ
縄
跳
び
の
部

　

優　

勝　

Ｊ
Ａ
た
む
ら
小
野
支
店

　

準
優
勝　

小
野
町
役
場

　

第
３
位　

大
塚
ポ
リ
テ
ッ
ク

●
分
団
対
抗
イ
ザ
ッ
出
動
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団

　

準
優
勝　

第
３
分
団

　

第
３
位　

第
１
分
団

イザッ出動！
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楽
し
い
バ
ス
遠
足
♪

 

ぶ
ど
う
狩
り
も
し
た
よ
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
〜

　

親
子
で
行
く
バ
ス
遠
足
の
前
日
に

雨
が
降
り
、
子
ど
も
達
は「
明
日
は
、

晴
れ
る
か
な
あ
」と
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
当
日
は
と
て
も
良
い

お
天
気
に
な
り
、
最
高
の
遠
足
日
和

で
し
た
。

　

高
旗
ぶ
ど
う
園
で
は
、「
あ
ま
い

ね
」「
こ
れ
は
種
が
な
い
ね
」と
話
を

し
な
が
ら
ぶ
ど
う
を
ほ
お
ば
り
、
と

て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
実
際
に
自

分
で
ぶ
ど
う
を
採
っ
て
食
べ
た
事
は
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

郡
山
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
や
ゴ
ー
カ
ー
ト

な
ど
に
乗
り
大
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
達
も
一
緒
に

お
弁
当
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
親
睦
を
図
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

秋
を
存
分
に
満
喫
で
き
た
バ
ス
遠
足
で
し
た
。　

 ＝ ＝＝＝＝  小野町消防団「団員用活動服」を一新！  ＝＝ ＝＝＝
　

帽
子
は
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ

と
な
り
ブ
ル
ー
の
生
地
を

ベ
ー
ス
と
し
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト

に
オ
レ
ン
ジ
の
ラ
イ
ン
・
背

中
の
オ
レ
ン
ジ
部
分
に「
小

野
町
消
防
団
」と
、
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。

　

な
お
、
今
ま
で
の
活
動
服

も
、
使
用
で
き
る
ま
で
着
用

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
消

防
団
員
の
活
動
に
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
野
町
消
防
団
の
活
動
服
が
、
10
月
１
日
よ
り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
服
は
、
消
防
庁
が
平
成
13
年
度
に
定
め
た
新
基
準
を
ベ
ー

ス
に
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ぶどうおいしいね！

乗り物大好き!!

ゆらゆらしておもしろいね

お弁当が一番の楽しみ♪ このぶどうも甘いよ♪
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　「こんなまちが　いいな」をテーマに今年の夏、町内の小・中学生を対象に絵画を募集したところ、
これからの小野町を支える小・中学生から172点もの作品が寄せられました。
　優秀作品（町長賞）は10月25、26日に開催した「小町ふれあいフェスタ」で展示しましたのでご覧になっ
た方も多いと思います。今回はコンクールに応募されたすべての作品を展示します。
　未来の小野町を支えていく小・中学生の思いに満ち溢れ、見ているだけでわくわくするようなすば
らしい作品ばかりです。
　お誘い合わせのうえ、ぜひご覧ください。　

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇新着本

◇第四次小野町振興計画「未来の小野町」絵画コンクール作品展

大人向け
書　　名 著者名 出版社

健康一年生 村上　明 丸善

涙のチカラ 坪田一男 技術評論社

悠久なるシルクロードから平城京へ 児島建次郎 雄山閣

米で起業する！ 長田竜太 築地書館

介護にかかるお金 LTC研究会 講談社

直江兼継のすべて　新装版 花ケ前盛明 新人物往来社

はたらくって何？ 小沼純一 アスペクト

学校を元気にする50のルール 尾木直樹 三省堂

年金制度は誰のものか 西沢和彦 日本経済新聞出版社

そうか、もう君はいないのか 城山三郎 新潮社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

犬ロボ、売ります レベッカ・ライル 徳間書店

おばけ屋のおばけすいか あわたのぶこ 小峰書店

夢を跳ぶ 佐藤真海 岩波書店

地球環境のしくみ 島村英紀 さ・え・ら書房

しろくまのアンヨくん 角野栄子 クレヨンハウス

きのうの少年 小森真弓 福音館書店

ぼくらの奇跡の七日間 宗田　理 ポプラ社

チリンのすず やなせたかし フレーベル館

セントバーナードとたびびと やなせたかし フレーベル館

やさしいライオン やなせたかし フレーベル館

◇ちぎり絵講座

会　期：11月22日（土）～12月７日（日）

開催日：12月6日(土)  午後１時～（約２時間）
費　　用：1,700円　　　　対　象：成人
定　　員：20名　　　　　講　師：郡司茂子先生(小野町)
申込締切：11月21日(金)
※先着順、定員になりしだい締め切ります。

今回の講座では来年の干支「丑」の色紙を作ります。
お正月に向けて作ってみてはいかがでしょうか？

●『丑について』
　古くは万葉の頃より人々は十二支の丑と牛を重ね合せ信仰の
対象と捉えていました。
　平安時代に入り、菅原道真公と牛に纏わる数々の逸話が生ま
れ、牛は「神使」として益々聖旨されるようになりました。
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近
所
の
公
園
で
、吾
亦
紅（
わ

れ
も
こ
う
）が
愛
ら
し
い
穂
を

付
け
秋
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。

　

杉
本
真
人
さ
ん
の「
吾
亦
紅
」

が
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
昨
年
で
し

た
。
今
、
吾
亦
紅
の
こ
ろ
に
自

分
の
思
い
を
歌
に
重
ね
て
い
る

人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

実
は
、
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

　

私
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
の
昭
和
19
年
５
月
に
川
崎
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
空
襲

で
母
親
と
父
親
の
故
郷
・
小
野

新
町
大
倉
に
疎
開
。
戦
後
も
同

じ
地
で
幼
少
時
代
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

菅
谷
の
鍾
乳
洞（
あ
ぶ
く
ま

洞
は
未
発
見
）や
夏
井
川
渓
谷

へ
の
遠
足
、
福
島
テ
レ
ビ
見
学
、

裏
磐
梯
の
林
間
学
校
、
と
楽
し

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

一
方
で
は
同
級
生
の
ブ
ラ
ジ

ル
移
住
、
集
団
就
職
の
見
送
り

な
ど
辛
い
別
れ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て
46
年
も
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
千
葉
に
来

て
42
年
、
勤
務
の
都
合
で
千
葉

県
野
田
市
、
三
重
県
伊
勢
市
、

茨
城
県
下
妻
市
、
宮
城
県
仙
台

市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
な
ど
を

単
身
赴
任
し
、
今
は
定
年
延
長

で
、
千
葉
県
市
原
市
で
自
宅
通

勤
を
し
て
い
ま
す
。

　

故
郷
に
は「
仕
事
に
名
を
借

り
た
ご
無
沙
汰
」を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
こ
に
い
て
も
我

が
故
郷
。
小
野
町
の
こ
と
を
忘

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多

感
な
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
心

の
故
郷
で
す
。

　

母
は
静
岡
県
下
田
の
出
身
で

最
後
ま
で
小
野
町
で
過
ご
し
ま

し
た
。
気
丈
な
人
で「
私
の
こ

と
な
ど
気
を
遣
わ
な
く
て
い
い

か
ら
自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り

歩
み
な
さ
い
。」と
よ
く
言
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
と
歌
詞

が
重
な
り
ま
す
。

　

未
だ
、
故
郷
の
方
言
、
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
残
り
、
そ
の

こ
と
で
笑
わ
れ
た
り
得
し
た
り

と
私
の
個
性
と
し
て
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

母
は
一
昨
年
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

吾
亦
紅
、
我
も
こ
う
生
き
る

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
人
生
を

歩
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

母
を
思
い
出
す

 
吾
亦
紅
の
こ
ろ

先
崎　

良
男

 

（
大
八
出
身
・
千
葉
県
支
部
）

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル

 

ま
ず
は
法
テ
ラ
ス
へ

　

法
テ
ラ
ス
と
は
、
国
が
設
立
し
た

公
的
な
法
人
で
す
。

　

法
テ
ラ
ス
は
様
々
な
法
的
ト
ラ
ブ

ル
で
お
困
り
の
方
に
解
決
の
き
っ
か

け
と
な
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
無
料
法
律
相
談
や

裁
判
費
用
や
弁
護
士
費
用
な
ど
の
立

て
替
え
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
８
ー
３
７
４

　

平　

日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
法
テ
ラ
ス
）

　

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
５
４
０

「
標
準
営
業
約
款
制
度

【
Ｓ
マ
ー
ク
】」を

 

ご
存
知
で
す
か
？

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用
者
）を
擁

護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。　

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、

「
理
容
店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
」「
め
ん
類
飲
食
店
」「
一
般
飲
食

店
」で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て
い

る
お
店
は
、
安
全
、
清
潔
、
安
心
が

保
証
さ
れ
、
皆
様
の
信
頼
で
き
る
お

店
選
び
の
大
き
な
目
安
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
場
合
、
事
故
賠
償
基

準
に
基
づ
い
た
補
償
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）福
島
県
生
活
衛
生
営
業

　

指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４―

５
２
５―

４
０
８
５

川
で
の

 

急
激
な
増
水
に
注
意
！

　

最
近
、
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
り
急

激
に
増
水
し
た
河
川
で
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
親
水
公
園
等
河
川
の
利

活
用
が
行
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
、

急
激
な
増
水
の
危
険
性
が
想
定
さ
れ

る
箇
所
に
は
注
意
を
呼
び
か
け
る
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
局
地
的
な
豪
雨
や
台
風
等

に
よ
り
急
激
な
増
水
が
予
想
さ
れ
、

急
激
な
増
水
の
危
険
性
が
想
定
さ
れ

る
箇
所
や
そ
の
他
の
川
で
の
水
遊
び

等
を
す
る
際
に
は
、
気
象
・
雨
量
情

報
を
確
認
し
、
急
激
な
増
水
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
で
、
雨
量
・
水
位
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
こ
ち
ら

http://kasenw
eb.pref.

fukushim
a.jp/Zhtm

l/start.asp

携
帯
電
話
か
ら
は
こ
ち
ら

http://m
obile.pref.fukushim

a.
jp/m

obile/kasen/uryousuii.
htm
l
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移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町

◆いつ小野町へ移住しましたか？

　昨年の11月に土地と家屋を購入し、建物をリ
フォーム後、今年の５月に移住しました。

◆なぜ移住しようと思いましたか？

　首都圏と金山町を二地域居住して、夏場に金山
町でカスミ草を栽培し、全国の生花市場に出荷し
ていました。
　約10年間二地域居住をしていましたが、高齢と
なり、居住地間の移動が困難になってきたことや
冬の積雪量などを考慮して、新たに定住する土地
を探すことにしました。

◆どのように移住先を決めましたか？

　親戚が関東地方に多いので、関東方面へのアク
セスが良い所を探しました。また、日常生活の利
便性や信頼できる司法書士や建築事業者などがい
るかどうかも考慮しました。

◆移住後の生活はいかがですか？

　家の周りの景観が大変気に入っています。地域の方々の温かいご理解やご支援を得て、趣味の魚釣りや
家庭菜園などをやりながら、のんびりと充実した毎日を送っています。ペットとして飼っている猫も伸び
伸びと遊んでいて楽しそうです。

◆笑顔とがんばり！小野町定住・二地域居住推進事業を利用していかがでしたか？

　定住祝金として商品券をいただき、大変感謝しています。どのような店があるのかわからないので、地
元の方に紹介していただいたお店で利用しました。

◆小野町の魅力は何ですか？

　小野町は、人情味が厚く味わいがある町だと思います。近隣の山々や木々などの自然も穏やかで、気候
風土が人間に優しい土地だと感じています。また、首都圏からのアクセスが良いことも魅力です。一方で、
今は車を利用して日々の買い物等にも困っていませんが、車を利用しなくても安心できる生活交通が確保
されればいいなと思っています。

　お忙しい中、インタビューにご協力いただき、　ありがとうございました。

　先月号では、定住・二地域居住の推進のため、町が昨年から実施している「笑顔とがんばり！小野町定住・
二地域居住推進事業」の事業内容をご紹介しました。
　今回は、この事業を実際に利用されたご夫婦にお話をうかがいました。

鈴木武男さん、尚子さんご夫妻
（和名田行政区）

　カスミ草の栽培経験のある鈴木さんは、農業に対しても熱い想いを
持っているようです。自分の経験を他の人にも生かしてもらいたいと、
春に実施した田舎暮らし体験ツアーの懇談会にも参加していただきま
した。



広報　おのまち　16

個
別
労
働
契
約

 
 

相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

近
年
、
産
業
構
造
の
変
化
が
進
む

中
、
国
内
企
業
は
厳
し
い
国
内
・
国

際
経
済
競
争
の
も
と
で
、
法
令
遵
守

の
経
営
の
み
な
ら
ず
株
主
本
意
の
経

営
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

雇
用
・
労
働
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
し
、
労
働
条
件
の
小
グ
ル
ー
プ

化
や
労
働
条
件
の
変
更
権
利
意
識
の

向
上
が
進
ん
だ
結
果
、
有
期
労
働
や

閉
店
な
ど
の
雇
用
問
題
等
、
多
く
の

企
業
に
お
い
て
労
働
条
件
の
引
き
下

げ
に
よ
る
不
満
や
紛
争
な
ど
個
別
労

働
紛
争
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

労
務
管
理
の
基
本
は
、
労
使
間
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
て
収
益
性
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

に
企
業
の
維
持
発
展
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
あ
り
、
法
の
動
き
に
対
応
し

た
正
し
い
理
解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が

行
う
中
小
企
業
労
働
契
約
支
援
事
業

の
一
つ
と
し
て
、「
個
別
労
働
契
約

相
談
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

　

平
成
20
年
11
月
５
日（
水
）

　
　

〃　
　

12
月
18
日（
木
）

　

平
成
21
年
１
月
23
日（
金
）

　
　

〃　
　

２
月
20
日（
金
）

●
相
談
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
相
談
料　

無
料

　

な
お
、　

相
談
に
は
事
前
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
日
以
外
の
申
し
込
み

も
受
け
付
け
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

☎
０
２
４
ー
５
３
６
ー
１
２
６
１

広　

告　

欄
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検
察
官
の

 
不
起
訴
処
分
の
審
査

〜
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

 

ご
協
力
を
！
〜

　

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

の
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
犯
人
を
処

罰
す
る
に
は
、
検
察
官
が
犯
人
を
裁

判
に
か
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
犯
人
を
裁
判
に
か
け

る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
検
察
官
に

ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
検
察
官

が
裁
判
に
か
け
て
も
犯
人
を
有
罪
に

す
る
だ
け
の
証
拠
が
な
い
場
合
や
、

証
拠
は
十
分
で
も
あ
え
て
処
罰
を
求

め
な
い
な
ど
と
考
え
た
場
合
は
、
犯

人
を
裁
判
に
か
け
な
い
処
分（
不
起

訴
処
分
）に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

万
一
、
検
察
官
が
判
断
を
誤
り
、

間
違
っ
て
不
起
訴
処
分
に
し
た
場
合

に
は
、
処
罰
さ
れ
る
べ
き
犯
人
が
処

罰
さ
れ
な
い
た
め
、
被
害
者
が
納
得

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
検
察
官
の
判
断
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

機
関
が
検
察
審
査
会
で
す
。
審
査
員

は
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

選
ば
れ
、
審
査
会
で
判
断
し
た
内
容

を
検
察
官
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
て
い

こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
ら
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、

申
し
立
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
郡
山
検
察
審
査
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
２
４―

９
３
２―

５
６
５
６

個
人
事
業
税
の

 

納
期
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。

　

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
第
１

期
分
が
８
月
末
日
、
第
２
期
分
が
11

月
末
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

度
の
第
２
期
分
の
納
期
限
は
12
月
１

日（
月
）で
す
。

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
の

金
融
機
関
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る

方
に
も「
納
期
の
お
知
ら
せ
」を
送
付

し
ま
す
の
で
、
預
金
口
座
残
額
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
以
降
新
た
に
口
座

振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
中
地

方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４―

９
３
５―

１
２
５
１

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
は
、「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

面
接
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
図
の

よ
う
に「
２
番
」を
選
択
し
、
あ
ら
か
じ
め
税
務

署
に
相
談
の
日
時
を
予
約
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
関
係
書
類
を
持
っ
て
税
務
署
の
担
当
部
署

に
お
い
で
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
、
い

相談内容に応じて、以下の番号を選択してください。
(注 )　

電話音声でご案内

電話相談センター 税　務　署

国税に関する
一般的なご相談。１

所得税
　　　
相続税・贈与税・譲渡所得

法人税・源泉所得税

消費税・印紙税

その他の相談

１

２

４

５

３

２ 税務署からの照会に対する問い合
わせや面接相談の事前予約の場合
※面接によるご相談は、「事前予約制」と
なっております。

ガイダンスの途中でも選択できます。
また、「番号が確認できません。」という案内があった場合は、「トーン切替ボタン」
（＊など）を押してから選択してください。　　　　

　引き続き音声案内に従い相談内容
の番号を選択してください。
　国税局税務相談官がお答えします。

ご用件をお伝えください。
税務署職員がお答えします。

　　「税務署からのお知らせ」

　　～国税に関するご相談は
 「電話相談センター」をご利用ください～　　

つ
で
も
気
軽
に
税
情
報
を
入
手
で
き
る「
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
税
務
署　

　

☎
０
２
４―

９
３
２―

２
０
４
１

さらに便利に使いやすく
国税電子申告・納税システム
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休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

11月16日（日） かとうの内科クリニック 田村市（船引町） ８１－１３８８

　　23日（日） 橋 本 医 院 小 野 町 ７２－３７１１
　　24日（休） 白 岩 医 院 田村市（常葉町） ７７－２０３６

　　30日（日） 船 引 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２－０１３７

12月７日（日） 田 村 市 立 都 路 診 療 所 田村市（都路町） ７５－２００３

　　14日（日） 西 山 医 院 三 春 町 ６２－２４７３

　　21日（日） まつえ整形外科クリニック 田村市（船引町） ８１－１２２２

＊電話確認のうえ受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

　国際化が進む中、ごく身近に様々な国の言葉
や習慣に触れる機会が多くなり、地域における
文化の多様性が生まれてきました。
　多様な文化が存在する地域で、より暮らしや
すい社会を創るため、通訳・翻訳、外国出身者
への日本語学習などをしていただく「ふくしま多
文化共生サポーター」の養成講座を実施します。

●対象者　実用会話程度の日本語と外国語の二
カ国語以上が話せる方、または日本
語指導の経験がある方など

●定　員　各会場20名程度

【白河会場】
　日時：11月22日（土）午前10時～午後４時
　場所：白河地域職業訓練センター
【郡山会場】
　日時：11月23日（日）午前10時～午後４時
　場所：郡山市労働福祉会館
【いわき会場】
　日時：12月６日（土）午前10時～午後４時
　場所：いわき市生涯学習センター
【福島会場】
　日時：12月７日（日）午前10時～午後４時
　場所：福島市市民会館

◆問い合わせ
　（財）福島県国際交流協会
　☎０２４－５２４－１３１５

ふくしま多文化共生サポーター
養成講座

　高等工科学校は、陸上自衛隊の専門技術者を
育成する学校で、中学校卒業者を対象として生
徒の採用試験を行います。
　特別職国家公務員として全寮制で手当等を受
け、高校の通信学校に入学し、３年終了時に高
校卒業の資格を取得できます。
　その後、それぞれ専門的な技術を学び、卒業
後は防衛省・自衛隊の機関や部隊で活躍できます。

●受付期間
　　平成20年11月１日～平成21年１月６日
●試験日
　　平成21年１月10日
●受験資格
　　男子・中学校卒業者
　　※15歳以上17歳未満
　　　平成21年３月中学校卒業見込者を含む
●試験科目
　　国語・社会・数学・理科・英語
　　（全科目択一式・中学校卒業程度）
　　作文（500字程度）
●試験会場
　　陸上自衛隊郡山駐屯地
●入隊予定
　　平成21年３月下旬
　
◆問い合わせ
　自衛隊福島地方協力本部郡山地域事務所
　☎０２４ー９３２ー１４２４

陸上自衛隊・高等工科学校
生徒採用試験
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上水道水の
水質検査結果について
　９月に実施した上水道水の水質検
査結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 6.6mg/l

ジェオスミン 0.00001mg/l以下 <0.000001mg/l

2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/l以下 <0.000001mg/l

有機物（TOC） 5mg/l以下 1.0 mg/l

pH値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1度

濁度 2度以下 <0.1度

サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄附金”
 （ふるさと納税）の寄附状況

行事カレンダー　（11月16日～12月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

11
月

16日（日）
●子育ての日
第20回ふくしま駅伝大会
休日窓口業務実施日（8：30～17：30）

17日（月）
18日（火）栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

19日（水）

あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）
公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

20日（木）ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館
21日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

22日（土）「未来の小野町」絵画コンクール作品展（～12月７日）ふるさと文化の館

23日（日）●勤労感謝の日功労者表彰式（10：00～）多目的研修集会施設
24日（月）●振替休日
25日（火）おやつ教室（受付10：00～10：15）保健福祉センター

26日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）

27日（木）

28日（金）ふるさと文化の館図書館館内整理日休館献血（受付10：00～16：30）町内巡回
29日（土）
30日（日）

12
月

１日（月）

●世界エイズデー
●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
●歳末たすけあい運動（～26日）
幼児施設入園児申込受付開始（～19日）

２日（火）

３日（水）

●障がい者週間（～９日）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３歳児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

４日（木）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター
５日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
６日（土）ちぎり絵講座（13：00～）ふるさと文化の館
７日（日）
８日（月）

９日（火）●障がい者の日離乳食教室（受付10：00～10：15）母子健康センター

10日（水）

●世界人権デー
●年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動（～１月７日）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
窓口業務延長（19：00まで）

11日（木）
12日（金）育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター
13日（土）

14日（日）第25回町長杯武道（柔道・剣道）大会９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック
15日（月）●シルバー交通安全の日

　「小野小町ふるさと応援寄附金」に、
引き続き多数の申し込みをいただき、
小野町をサポートしていただいてい
ます。
　ご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
　寄附の申し込みがあった方は、10
月31日現在26名で、合計897,000円
です。
　今後も、随時寄附状況についてお
知らせをいたします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

◆問い合わせ　
　地域整備課　☎７２ー６９３６



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

町をきれいにしよう!!町をきれいにしよう!!
～田村たばこ販売協同組合が清掃活動を実施～～田村たばこ販売協同組合が清掃活動を実施～

　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生おめでとうお誕生おめでとう

氏　　名 年　齢 行政区

羽　鳥　　　博 73 本　町

宗　像　貴　光 80 仲　町

先　﨑　ミ　ヨ 95 反　町

小田部　ミネ子 72 反　町

矢　吹　順　彦 74 小野赤沼

先　﨑　マサノ 87 浮　金

佐　藤　忠三郎 88 湯　沢

（９月届出分）

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。
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日
を
追
う
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
、

周
囲
の
山
々
も
赤
や
黄
色
に
色
づ
い

て
き
ま
し
た
。
休
日
に
な
る
と
、
行

楽
地
は
紅
葉
な
ど
を
を
楽
し
む
人
で

賑
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
り
、

暖
房
器
具
が
必
需
品
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
火
な
ど
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　

 
 

（
美
）

あ　

と　

が　

き

平成20年10月１日現在
　人　口 11,663人（△21）　
　　男 5,606人（△９）　
　　女 6,057人（△12）　
　世帯数  3,825世帯（△９）　
　 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

国民健康保険税 ４期

12月１日（月）介 護 保 険 料 ４期

後期高齢保険料 ４期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

氏　　名 父・母 行政区

吉田　怜央（れお） 則章・弘栄 夏　井

（９月届出分）

渡邊　杏那（あんな） 憲一・真裕美 仲　町

（８月届出分）

　町では現在「第四次小野町振興計画」を策定
しています。
　この計画について、小野町ホームページに
掲載しておりますのでご覧ください。

【小野町ホームページ】
http://www.town.ono.fukushima.jp

　

10
月
６
日
、
田
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合（
理
事

長
渡
辺
直
忠
さ
ん
）の
皆
さ
ん
が
、
小
野
新
町
駅
か

ら
小
野
町
役
場
ま
で
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加
し
た
18
名
は
、
小

田村たばこ販売協同組合の皆さん

清掃活動の様子

雨
の
降
る
中
１
時
間
に
わ
た
り
路
上
の
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


